
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
日
、
第

三
回
国
連
総
会
で
、
世
界
人
権
宣
言

を
採
択
。
こ
れ
を
記
念
し
、
こ
の
日

を
人
権
デ
ー
と
定
め
ま
し
た
。

わ
が
国
で
は
、
人
権
デ
ー
を
最
終

日
と
す
る
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
の

一
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、

皆
さ
ん
に
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高

揚
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

□
人
権
週
間
強
調
事
項

�
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う
�
子

ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
�
高
齢
者
を

大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う
�
障
害

の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
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現
し
よ
う
�
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

�
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う
�
外
国
人
の
人
権
を
尊
重

し
よ
う
�
Ｈ
Ι
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
そ
う
�
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人

に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う
�
犯
罪

被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮

し
よ
う
�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用

し
た
人
権
侵
害
は
や
め
よ
う
�
性
的

指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ

う□
人
権
擁
護
委
員
へ
ご
相
談
を

い
つ
で
も
相
談
に
応
じ
る
人
権
擁

護
委
員
は
、
次
の
と
お
り
市
内
に
十

三
人
い
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密
は

厳
守
。
な
お
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ

ば
、
気
軽
に
ご
相
談
を
。

―
敬
称
略
―

平
田
雅
子
（
表
町
一
丁
目
）
梅
沢
朋

子
（
広
瀬
町
二
丁
目
）
小
野
塚
智
勇

（
敷
島
町
）
金
子
恵
美
子
（
住
吉
町

一
丁
目
）
青
木
智
教
（
関
根
町
）
岡

喜
太
郎
（
二
之
宮
町
）
福
島
三
知
子

（
高
井
町
一
丁
目
）
小
林
友
栄
（
荒

牧
町
四
丁
目
）
綾
小
路
乗
正
（
元
総

社
町
二
丁
目
）
竹
茂
夫
（
朝
日
町
三

丁
目
）
戸
所
仁
治
（
総
社
町
二
丁
目
）

田
村
嘉
久
（
国
領
町
二
丁
目
）
菅
野

恵
子
（
上
佐
鳥
町
）

日
時
＝
12
月
19
日
�
午
後
１
時
〜
４

時
　
会
場
＝
市
役
所
31
会
議
室
　
内

容
＝
い
じ
め
、
体
罰
、
部
落
差
別
、

女
性
差
別
、
外
国
人
の
問
題
、
家
庭

内
（
夫
婦
、
親
子
、
結
婚
、
離
婚
な

ど
）
の
問
題
、
近
隣
間
の
も
め
事
、

悩
み
事
を
人
権
擁
護
委
員
が
相
談

○
…
問
い
合
わ
せ
は
生
活
課
�
８
９

０
―
６
２
３
６
へ
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

際
、
痴
ほ
う
性
高
齢
者
な
ど
は
、
成

年
後
見
人
な
ど
が
必
要
な
場
合
も
あ

り
ま
す
。

し
か
し
、
本
人
が
生
活
保
護
受
給

者
な
ど
で
、
助
成
を
受
け
な
け
れ
ば

成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
制
度

を
利
用
す
る
際
に
か
か
る
費
用
の
一

部
ま
た
は
全
額
を
補
助
・
負
担
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
介
護
高
齢
福
祉
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
同
課
�
８
９
０

―
６
１
３
４
へ
。

本
年
度
の
教
育
文
化
功
労
者
表
彰

式
が
、
十
一
月
十
日
に
総
合
教
育
プ

ラ
ザ
で
行
わ
れ
、
二
十
人
・
三
団
体

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
対
象

と
な
る
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
多
年
に
わ
た
り
学
校
医
な
ど
と

し
て
勤
務
し
、
職
務
上
の
成
績
が
特

に
優
秀
で
他
の
模
範
と
な
る
�
有
益

な
研
究
、
考
案
、
発
明
で
教
育
に
貢

献
し
た
�
学
校
教
育
・
社
会
教
育
の

振
興
の
功
績
が
顕
著
�
学
術
や
文
化

の
向
上
発
展
の
功
績
が
顕
著
�
教
育

施
設
な
ど
の
充
実
整
備
の
功
績
が
顕

著
�
そ
の
他
、
教
育
文
化
功
労
者
と

し
て
表
彰
に
値
す
る
業
績
や
行
為
が

あ
っ
た
。

―
―
敬
称
略
―
―

□
学
校
医

田
中
今
朝
昭
（
古
市
町
一
丁
目
）
山

田
章
之
（
千
代
田
町
二
丁
目
）
田
村

璋
夫
（
朝
日
町
二
丁
目
）
中
田
益
允

（
大
利
根
町
一
丁
目
）赤
沢
達
之（
城

東
町
五
丁
目
）竹
越
省
一（
住
吉
町
一

丁
目
）
菅
野
雄
行
（
住
吉
町
一
丁
目
）

□
学
校
歯
科
医

神
田
茂
（
表
町
一
丁
目
）
高
松
勇
三

（
千
代
田
町
一
丁
目
）

□
社
会
教
育

石
井
啓
介
（
三
河
町
二
丁
目
）
富
田

直
孝
（
元
総
社
町
）

□
社
会
体
育

佐
京
武
数
（
小
相
木
町
）
酒
井
一
雄

（
若
宮
町
三
丁
目
）
石
倉
貞
幸
（
西

片
貝
町
二
丁
目
）
前
橋
市
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
協
会
（
総
社
町
高
井
）
天
川

地
区
体
育
協
会
（
文
京
町
二
丁
目
）

□
青
少
年
教
育

中
里
豊
文（
川
曲
町
）寺
崎
茂
之（
城

東
町
三
丁
目
）
今
井
健
介
（
勢
多
郡

北
橘
村
）
茂
木
は
ま
枝
（
天
川
大
島

町
二
丁
目
）

□
学
術
・
芸
術
文
化

江
田
町
獅
子
舞
保
存
会
（
江
田
町
）

青
木
幸
夫
（
北
代
田
町
）
石
井
公
男

（
横
手
町
）

○
…
問
い
合
わ
せ
は
教
育
委
員
会
総

務
課
�
８
９
０
―
５
８
０
２
へ
。

心と心の手をつなごう

12
月
４
日
〜
10
日
は
人
権
週
間
で
す

学
校
医
な
ど
20
人
・
３
団
体
へ

痴
ほ
う
性
高
齢
者
な
ど
の
た
め

特
設
人
権
相
談
所
も


